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全
日
本
開
拓
者
連
盟
の
第

８０
回
通
常
総
会
が
６
月
１１

日
、
東
京「
ル
ポ
ー
ル
麴
町
」

で
開
催
さ
れ
た
。

今
年
は
、
開
拓
青
年
部
副

部
長
の
大
塚
氏
（
栃
木
）
と

甲
斐
氏
（
島
根
）
も
参
加
し

た
。

菊
地
委
員
長
の
開
会
挨
拶

（
２
面
に
要
旨
）
の
後
、
議

事
に
入
り
、
２５
年
度
運
動
方

針
な
ど
、
上
程
さ
れ
た
５
つ

の
議
案
は
全
て
承
認
さ
れ

た
。２５

年
度
運
動
方
針
は
、
国

内
農
畜
産
業
を
守
る
こ
と
を

基
本
に
、
次
の
農
政
運
動
を

展
開
す
る
。

①
畜
産
・
酪
農
の
経
営
安

定
対
策
と
生
産
基
盤
の
拡
充

・
強
化
運
動
②
牛
肉
・
豚
肉

・
牛
乳
乳
製
品
等
国
産
畜
産

物
の
適
正
な
価
格
転
嫁
に
よ

る
消
費
拡
大
運
動
③
自
然
災

害
に
よ
る
被
害
か
ら
の
早
期

復
興
と
経
営
再
建
安
定
化
運

動
④
政
治
活
動
へ
の
支
援
運

動
⑤
開
拓
営
農
振
興
の
た
め

の
組
織
活
動
の
維
持
・
強
化

運
動
⑥
貿
易
協
定
発
効
等
に

係
る
対
応
運
動
、の
６
項
目
。

最
後
に
、
青
年
部
の
大
塚

副
部
長
が
、
決
議
事
項
の
実

現
に
開
拓
組
織
一
丸
と
な

る
、
と
い
う
宣
言
案
を
読
み

上
げ
、
満
場
の
拍
手
を
持
っ

て
採
択
さ
れ
、閉
会
し
た
。

全
日
本
開
拓
者
連
盟
は
総

会
後
、
農
水
省
に
畜
産
・
酪

農
政
策
並
び
に
予
算
に
関
す

る
要
請
活
動
を
行
っ
た
。

菊
地
委
員
長
、
西
谷
振
興

協
会
会
長
、
黒
岩
全
開
連
副

会
長
ら
開
拓
中
央
三
団
体
の

役
職
員
と
、
今
年
は
開
拓
青

年
部
の
大
塚
・
甲
斐
両
副
部

長
も
参
加
し
、
農
水
省
の
山

本
佐
和
子
農
林
水
産
大
臣
政

務
官
に
要
請
書
を
手
渡
し

た
。

要
請
事
項
は
①
国
内
畜
産

・
酪
農
業
の
経
営
安
定
対
策

と
生
産
基
盤
の
拡
充
・
強
化

②
畜
産
関
連
補
助
事
業
の
拡

充
・
強
化
③
適
正
な
価
格
形

成
と
理
解
醸
成
対
策
④
自
然

災
害
等
、
疲
弊
し
た
畜
産
・

酪
農
経
営
の
復
興
・
再
建
対

策
の
継
続
⑤
国
際
貿
易
協
定

発
効
に
伴
う
関
連
対
策
の
拡

充
・
強
化
⑥
環
境
・
衛
生
対

策
等
関
連
諸
対
策
の
拡
充
・

強
化
⑦
生
産
現
場
の
実
情
把

握
の
強
化
、
の
７
項
目
。

要
請
の
中
で
大
塚
副
部
長

は
「
農
業
を
や
っ
て
も
儲
か

ら
な
い
。従
っ
て
、子
ど
も
た

ち
に
は
継
が
せ
ら
れ
な
い
。

こ
の
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
が
あ

り
、
食
料
を
誰
も
作
ら
な
く

な
る
」と
危
機
感
を
訴
え
た
。

こ
れ
に
対
し
山
本
政
務
官

は「
こ
の
度
、基
本
計
画
が
新

し
く
な
り
、
毎
年
検
証
し
な

が
ら
、
よ
り
良
い
農
業
を
目

指
し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

（
公
社
）
全
国
開
拓
振
興

協
会
は
連
盟
に
続
き
、
第
１３

回
定
時
総
会
を
開
催
し
た
。

西
谷
会
長
の
開
会
挨
拶

（
２
面
に
要
旨
）
の
後
、
議

事
に
入
り
、
上
程
さ
れ
た
４

議
案
は
全
て
承
認
さ
れ
た
。

２５
年
度
の
開
拓
営
農
振
興

事
業
は
、
昨
年
度
と
同
額
の

予
算
を
確
保
し
、
会
員
が
選

択
し
て
実
施
す
る
開
拓
営
農

支
援
対
策
、
開
拓
営
農
推
進

対
策
及
び
開
拓
営
農
支
援
強

化
対
策
に
対
し
て
助
成
し
、

将
来
に
向
け
て
足
腰
の
強
い

開
拓
営
農
、
開
拓
農
家
を
育

成
す
る
。

今
年
は
、
全
国
開
拓
青
年

・
女
性
研
修
会
を
、
全
日
本

開
拓
者
連
盟
と
全
国
開
拓
農

業
協
同
組
合
連
合
会
と
の
共

催
に
よ
り
、
福
岡
県
（
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
）
で
１１
月
に
開
催

し
、
同
時
に
講
演
会
事
業
も

行
う
予
定
。

ま
た
、
公
益
社
団
法
人
及

び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等

に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
よ

り
、
新
た
に
外
部
役
員
を
設

置
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

理
事
の
定
数
を
９
名
以
内
か

ら
１０
名
以
内
と
す
る
な
ど

の
、
定
款
の
一
部
変
更
を
行

っ
た
。

２４
年
度
の
「
食
料
・
農
業

・
農
村
白
書
」
が
５
月
３０
日

に
公
表
さ
れ
た
。

今
回
の
特
集
は
、
①
新
た

な
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

計
画
の
策
定
、
②
合
理
的
な

価
格
の
形
成
の
た
め
の
取
り

組
み
を
推
進
、
③
ス
マ
ー
ト

農
業
技
術
の
活
用
と
今
後
の

展
望
、
の
３
項
目
か
ら
な
っ

て
い
る
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
は
、
▼
農
林

水
産
物
・
食
品
の
輸
出
促
進
、

▼
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
の
進
展
と
消
費
者
の
行

動
変
容
、
▼
女
性
活
躍
の
推

進
、
▼
農
福
連
携
の
更
な
る

推
進
、
▼
２４
年
能
登
半
島
地

震
等
へ
の
対
応
、
の
５
項
目

と
な
っ
て
い
る
。

各
章
の
項
目
は
以
下
の
と

お
り
。

㈠
世
界
の
食
料
需
給
と
我

が
国
の
食
料
供
給
の
確
保
、

㈡
農
業
の
持
続
的
な
発
展
、

㈢
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸

出
促
進
、
㈣
食
料
安
全
保
障

の
確
保
の
た
め
の
持
続
的
な

食
料
シ
ス
テ
ム
、
㈤
環
境
と

調
和
の
と
れ
た
食
料
シ
ス
テ

ム
の
確
立
、㈥
農
村
の
振
興
、

㈦
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興

や
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭

化
等
。

同
白
書
は
、
農
水
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
る
。

石
破
茂
首
相
は
５
月
２１

日
、
辞
任
し
た
江
藤
拓
農
水

大
臣
の
後
任
と
し
て
、
自
民

党
農
林
部
会
長
も
務
め
た
小

泉
進
次
郎
元
環
境
相
を
起
用

し
た
。

小
泉
氏
は
、
関
東
学
院
大

学
経
済
学
部
を
卒
業
後
、
米

国
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
大
学
院

政
治
学
部
修
士
号
を
取
得
。

米
国
戦
略
国
際
問
題
研
究

所
（
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）
研
究
員
、

父
で
あ
る
小
泉
純
一
郎
議
員

の
秘
書
を
経
て
、
０９
年
の
衆

院
選
で
神
奈
川
１１
区
か
ら
出

馬
し
、
初
当
選
。

当
選
後
は
、
１５
年
に
自
民

党
農
林
部
会
長
、
自
民
党
厚

生
労
働
部
会
長
等
を
歴
任

し
、
１９
年
に
環
境
大
臣
兼
内

閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
原
子

力
防
災
）
と
し
て
初
入
閣
し

た
。
農
林
部
会
長
時
代
は
、

農
業
の
規
制
改
革
や
、
農
協

改
革
に
取
り
組
ん
だ
。

就
任
後
は
、
米
担
当
大
臣

と
い
う
思
い
で
、
米
価
高
騰

対
策
に
奮
闘
し
て
い
る
。

北
海
道
の
道
東
に
あ
る
湧

別
町
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に

面
し
、
ま
た
サ
ロ
マ
湖
の
西

側
に
位
置
し
て
い
る
。

写
真
は
「
か
み
ゆ
う
べ
つ

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
公
園
」
の
様

子
で
、
７
ha
の
敷
地
に
７０
万

本
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
き

誇
っ
て
い
る
。

湧
別
町
は
開
拓
地
が
多

く
、
現
在
も
肉
牛
や
酪
農
な

ど
が
盛
ん
に
営
ま
れ
て
い

る
。
ま
た
、
明
治
か
ら
の
屯

田
兵
に
よ
り
拓
か
れ
た
土
地

も
多
く
存
在
す
る
。

１
９
５
７
年
か
ら
１０
年
ほ

ど
続
い
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
生

産
で
、
農
家
に
愛
着
が
生
ま

れ
、
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

毎
年
５
月
に
フ
ェ
ア
が
開

催
さ
れ
、
道
東
の
遅
い
春
を

彩
っ
て
い
る
。

連
盟
・
振
興
協
会
が
総
会
開
催

連
盟
・
振
興
協
会
が
総
会
開
催

オホーツクに春を告げるチューリップ

開拓青年部大塚副部長

開
拓
青
年
部
が
参
加

全
日
本
開
拓
者
連
盟

開
拓
営
農
振
興
事
業
の
充
実

全
国
開
拓
振
興
協
会

上：全日本開拓者連盟、下：全国開拓振興協会

２４年度

新
し
い
農
相
に
小
泉
氏

食
料
・
農
業
・
農
村
白
書
公
表

米
担
当
大
臣
と
い
う
思
い
で

・「食料・農業知っておきたい話」―１４５回―（２面）
・農作業中の熱中症に要注意 （３面）
・薩州開拓農協肉牛共進会 （４面）
・齋藤さん（栃木）のトマトがダブル入賞 （５面）
・家畜改良増殖目標（乳用牛・豚） （６面）
・家畜改良増殖目標（肉用牛） （７面）
・畜産物需給見通し （８面）

開拓三団体が農水省に要請活動
農業危機を訴える

左から大塚氏、甲斐氏、山本政務官、菊地氏、西谷氏、黒岩氏

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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本
年
、
連
盟
と
し
て
８０
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
先
人

た
ち
が
苦
難
を
乗
り
越
え
進

ん
で
き
た
こ
と
に
敬
意
を
表

し
ま
す
。
ま
た
、
会
員
の
皆

様
に
は
、
当
連
盟
活
動
に
寄

せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
ご
指

導
、ご
鞭
撻
に
対
し
ま
し
て
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
経
済
は
、
コ
ロ
ナ
禍

か
ら
の
行
動
制
限
の
緩
和
措

置
以
降
、
個
人
消
費
や
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
増
加
等
も
あ

り
、
景
気
は
回
復
基
調
に
あ

る
も
の
の
、
長
引
く
円
安
や

混
迷
を
深
め
る
国
際
紛
争
の

影
響
も
重
な
り
、
諸
資
材
価

格
や
主
食
米
等
の
高
騰
か

ら
、
国
民
の
暮
ら
し
は
非
常

に
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

我
々
農
業
者
に
と
っ
て

も
、
生
産
原
価
の
上
昇
や
、

不
安
定
な
販
売
価
格
が
、
依

然
と
し
て
経
営
を
圧
迫
し
て

お
り
ま
す
。

政
府
は
、
「
食
料
・
農
業

・
農
村
基
本
法
」
の
見
直
し

に
よ
り
、
食
料
安
全
保
障
の

確
立
を
最
重
要
課
題
と
し
、

国
内
農
業
生
産
の
拡
大
を
基

本
理
念
の
一
つ
に
掲
げ
て
お

り
、
食
料
の
安
定
供
給
の
確

保
、
農
業
の
持
続
的
発
展
、

農
村
の
振
興
、
多
面
的
機
能

の
発
揮
を
図
る
べ
く
、
主
要

政
策
の
見
直
し
の
方
向
性
を

示
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
当
連
盟
も
組

合
員
の
「
開
拓
営
農
の
持
続

的
発
展
」
と
「
経
営
安
定
政

策
」
の
実
現
を
念
頭
に
、
活

動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

我
々
全
国
の
開
拓
者
が
、

そ
の
土
地
に
根
ざ
し
た
健
全

な
農
業
経
営
の
確
立
と
、
地

域
の
活
性
化
を
推
進
す
る
た

め
、
共
に
闘
お
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

我
が
国
農
業
を
巡
る
諸
情

勢
と
諸
問
題
を
分
析
・
検
討

し
、
２５
年
度
の
運
動
方
針
を

提
案
し
ま
す
。

今
総
会
に
提
案
す
る
運
動

方
針
の
実
現
に
向
け
、
開
拓

組
織
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
行
け
ま
す
よ
う
、
節

に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

稲
作
だ
け
で
な
い
。
全
国

を
回
っ
て
い
て
、
一
番
急
速

に
廃
業
が
加
速
し
て
い
る
の

が
酪
農
だ
。
今
、
頑
張
っ
て

く
れ
て
い
る
酪
農
家
さ
ん
は

希
望
の
光
だ
。
支
え
合
う
仕

組
み
の
強
化
が
不
可
欠
だ
。

★
財
政
当
局
の
意
向
を

反
映
し
た
「
基
本
法
」
の

基
本
姿
勢

ま
ず
、
財
政
当
局
の
意
向

そ
の
ま
ま
の
農
政
の
基
本
方

向
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

1
食
料
自
給
率
は
重
要
な

指
標
と
は
し
な
い
。
自
給
率

向
上
に
予
算
を
投
入
す
る
の

は
非
効
率
だ
か
ら
、
で
き
る

か
ぎ
り
輸
入
を
増
や
す
。

2
農
業
に
予
算
を
か
け
て

き
た
が
、
農
家
も
減
り
、
農

村
も
疲
弊
し
て
い
る
。
潰
れ

る
ほ
う
が
悪
い
。

3
農
家
が
激
減
す
る
こ
と

を
前
提
に
考
え
、
農
業
・
農

村
に
こ
れ
以
上
の
予
算
は
投

入
し
な
い
。
ス
マ
ー
ト
農
業

と
輸
出
で
企
業
な
ど
が
儲
か

れ
ば
そ
れ
で
よ
い
。

4
そ
の
代
わ
り
、
有
事
に

は
、
支
援
で
な
く
、
罰
金
で

脅
し
て
強
制
的
に
増
産
し
て

も
ら
う
。

5
価
格
転
嫁
政
策
は
無
理

だ
と
わ
か
っ
た
の
で
「
努
力

義
務
」
「
コ
ス
ト
指
標
」
な

ど
で
お
茶
を
濁
す
。

こ
の
よ
う
に
、
国
民
の
命

を
守
る
食
料
、
そ
れ
を
生
み

出
す
農
業
振
興
こ
そ
が
「
国

防
」
で
あ
る
こ
と
が
忘
れ
ら

れ
、
日
本
の
地
域
社
会
の
崩

壊
も
顧
み
ず
、
一
部
の
利
益

の
み
が
効
率
で
あ
る
か
の
よ

う
な
方
向
性
が
示
さ
れ
、
現

状
認
識
、
危
機
認
識
の
欠
如

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

★
５
年
後
の
生
乳
生
産

目
標
７
３
０
万
ｔ
の
意
味

お
金
を
出
せ
ば
い
つ
で
も

安
く
輸
入
で
き
る
時
代
は
終

わ
っ
た
。
し
か
も
、
今
後
の

国
際
乳
製
品
需
給
は
、
新
興

国
の
需
要
増
加
に
対
し
て
供

給
力
が
追
い
つ
か
な
い
逼
迫

の
見
通
し
が
明
白
な
中
で
、

６
割
も
輸
入
に
頼
っ
て
い
る

日
本
は
、
何
を
す
べ
き
か
。

国
産
は
、
圧
倒
的
に
足
り

て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
総
力

を
挙
げ
て
、生
乳
を
増
産
し
、

輸
入
を
国
産
に
置
き
換
え
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
生
産
抑
制

と
い
う
選
択
肢
は
な
い
、
増

産
の
み
で
あ
る
。

そ
れ
な
の
に
、
乳
牛
の
飼

養
頭
数
は
減
少
を
見
込
み
、

生
乳
生
産
は
現
状
維
持
、
飼

料
自
給
率
も
現
状
維
持
、
と

い
っ
た
「
何
も
し
な
い
」
方

針
が
出
さ
れ
て
い
る
。

★
こ
れ
以
上
の
生
産
基

盤
の
弱
体
化
は
業
界
全
体

の
崩
壊
〜
生
産
調
整
か
ら

出
口
調
整
へ

日
本
は
、
現
場
の
酪
農
家

に
し
わ
寄
せ
を
し
過
ぎ
て
き

た
。
余
っ
て
き
た
か
ら
、
搾

る
な
、
牛
は
殺
せ
、
牛
乳
は

捨
て
よ
、
今
度
は
足
り
な
い

か
ら
搾
れ
と
。
牛
が
す
ぐ
に

対
応
で
き
る
わ
け
が
な
い
。

バ
タ
ー
の
緊
急
輸
入
が
増
え

る
。
現
場
は
振
り
回
さ
れ
、

借
金
ば
か
り
が
増
え
て
、
疲

弊
し
て
き
た
。
酪
農
家
も
組

織
も
よ
く
踏
ん
張
っ
て
対
応

し
て
き
た
。

不
足
と
過
剰
へ
の
場
当
た

り
的
な
対
応
を
要
請
さ
れ
、

酪
農
家
は
翻
弄
さ
れ
、
疲
弊

し
て
き
た
歴
史
を
も
う
繰
り

返
し
て
は
な
ら
な
い
。
酪
農

家
が
限
界
に
来
て
い
る
。
牛

は
水
道
の
蛇
口
で
な
い
。
時

間
の
ズ
レ
が
生
じ
て
、
生
産

調
整
は
必
ず
チ
グ
ハ
グ
に
な

る
。も

う
限
界
だ
し
、
そ
ん
な

こ
と
を
し
て
い
る
場
合
で
は

な
い
。
乳
製
品
の
６
割
、
チ

ー
ズ
の
８
割
が
輸
入
と
い
う

こ
と
は
、
国
産
は
足
り
て
い

な
い
の
だ
。

わ
ず
か
な
国
内
需
給
の
変

動
で
、
生
産
者
に
し
わ
寄
せ

を
し
て
振
り
回
し
て
い
る
場

合
で
は
な
い
。
特
に
、
酪
農

家
が
生
乳
を
販
売
し
た
段
階

で
生
乳
は
メ
ー
カ
ー
の
も
の

に
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

脱
脂
粉
乳
の
在
庫
が
多
い
か

ら
、
赤
字
で
苦
し
む
酪
農
家

に
脱
脂
粉
乳
の
在
庫
処
理
費

用
と
し
て
、
北
海
道
の
酪
農

家
だ
け
で
、
年
間
３
５
０
億

円
を
超
え
る
よ
う
な
負
担
を

さ
せ
る
の
か
、
と
い
う
声
も

あ
る
。

お
金
を
出
せ
ば
い
つ
で
も

安
く
輸
入
で
き
る
時
代
は
終

わ
っ
た
。
国
産
振
興
せ
ず
し

て
、国
民
の
命
も
守
れ
な
い
。

な
の
に
、
生
産
調
整
に
協
力

し
な
い
と
補
助
金
を
出
さ
な

い
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
し
て

い
る
場
合
で
は
な
い
。
自
由

な
増
産
を
促
し
、
出
口
を
つ

く
れ
ば
い
い
だ
け
だ
。
バ
タ

ー
や
脱
脂
粉
乳
の
政
府
買
い

上
げ
は
、
他
国
は
当
然
の
如

く
や
っ
て
い
る
。
乳
製
品
の

備
蓄
も
増
や
し
、
内
外
の
援

助
物
資
に
も
使
え
ば
よ
い
。

そ
れ
ら
は
安
全
保
障
の
コ
ス

ト
だ
し
、
国
民
を
助
け
る
貢

献
で
も
あ
る
。

メ
ー
カ
ー
も
輸
入
乳
製
品

原
料
を
使
う
の
を
や
め
て
国

産
に
切
り
替
え
な
い
と
、
そ

の
う
ち
海
外
か
ら
買
え
な
く

な
る
時
代
も
来
る
。

今
、
酪
農
家
が
急
減
し
て

い
る
の
を
放
置
し
た
ら
、
メ

ー
カ
ー
も
成
り
立
た
な
く
な

る
。
株
主
の
た
め
に
目
先
の

利
益
を
…
と
言
っ
て
い
る
う

ち
に
、
業
界
は
崩
壊
し
か
ね

な
い
。
「
短
期
利
益
の
追
求

は
長
期
的
な
崩
壊
に
つ
な
が

る
」
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。

（
次
号
に
続
く
）

我
が
国
農
畜
産
業
を
取
り

巻
く
状
況
は
、
昨
今
の
日
本

食
ブ
ー
ム
な
ど
を
反
映
し

て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
急
激

な
回
復
や
農
畜
産
物
の
輸
出

が
順
調
に
伸
び
る
一
方
で
、

農
業
従
事
者
の
減
少
と
高
齢

化
に
は
歯
止
め
が
か
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。
先
ご
ろ
農
林
水

産
省
が
発
表
し
た
２４
年
度
の

「
食
料
・
農
業
・
農
村
白
書
」

に
よ
れ
ば
、
基
幹
的
農
業
従

事
者
数
は
こ
の
２０
年
間
で
半

減
し
、
そ
の
平
均
年
齢
は
６９

・
２
歳
と
、
高
齢
化
が
一
段

と
進
行
し
て
い
る
と
報
告
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
畜
産
物
価
格
が

低
迷
す
る
中
で
、
輸
入
価
格

の
高
止
ま
り
に
よ
る
生
産
資

材
価
格
の
高
騰
な
ど
が
続
い

て
お
り
、
依
然
と
し
て
こ
れ

ら
が
経
営
を
大
き
く
圧
迫
し

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

今
後
の
我
が
国
農
業
の
行

方
は
、
近
年
の
不
安
定
な
経

済
・
金
融
情
勢
や
ア
メ
リ
カ

の
関
税
政
策
の
先
行
き
不
透

明
感
な
ど
も
あ
り
、
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
で
す
が
、
新

た
な
基
本
計
画
の
下
で
実
施

さ
れ
る
施
策
に
期
待
し
つ
つ

も
、
我
々
も
そ
れ
に
対
し
て

で
き
得
る
限
り
の
努
力
を
払

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

当
協
会
で
は
こ
れ
ま
で
、

会
員
の
皆
様
と
と
も
に
手
を

携
え
、開
拓
営
農
の
振
興
、発

展
の
た
め
各
般
の
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

２５
年
度
に
お
き
ま
し
て

も
、
お
お
む
ね
前
年
度
並
み

の
収
益
を
確
保
で
き
る
も
の

と
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
農

畜
産
業
が
厳
し
い
経
営
環
境

に
あ
る
今
こ
そ
、
経
営
基
盤

の
強
化
を
図
り
、
将
来
に
向

け
て
足
腰
の
強
い
開
拓
農

家
、
開
拓
営
農
を
育
て
て
い

く
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
本
年
度
も
開

拓
営
農
振
興
事
業
関
係
の
予

算
を
前
年
度
並
み
に
確
保

し
、
会
員
、
開
拓
農
家
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

全
開
連
人
事

（
６
月
１
日
付
）

▽
食
肉
営
業
部
参
与
東
京

駐
在
（
食
肉
営
業
部
部
長
）

磯
部
好
正
▽
食
肉
営
業
部
部

長
福
岡
駐
在
（
食
肉
営
業
部

次
長
）
三
島
正
道
▽
東
日
本

支
所
東
京
事
業
所
（
東
日
本

支
所
青
森
事
業
所
）
常
盤
芳

紀
７
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

開
拓
組
織
の
主
な
行
事
は
次

の
と
お
り
。

７
月

４
日

全
開
連
東
日
本
業
務

担
当
者
会
議
（
栃
木
）

全
開
連
九
州
地
区
生

産
指
導
担
当
者
会
議

（
佐
賀
）

１１
日

全
日
本
開
拓
者
連
盟

開
拓
青
年
部
役
員
会

１７
日

全
開
連
理
事
会

全
日
本
開
拓
者
連
盟

中
央
常
任
委
員
会

１８
日

ゆ
う
き
青
森
農
協
畜

産
共
進
会

Ｊ
ミ
ル
ク
は
５
月
３０
日
、

２５
年
度
の
生
乳
及
び
牛
乳
乳

製
品
の
需
給
に
つ
い
て
、
２

回
目
の
見
通
し
を
発
表
し

た
。全

国
の
生
乳
生
産
量
は
、

前
回
見
通
し
（
１
月
）
よ
り

４
万
７
千
ｔ
多
い
７
３
３
万

５
千
ｔ
（
前
年
比
０
・
５
％

減
）と
な
る
見
込
み（
表
）。

乳
用
雌
牛
の
頭
数
に
つ
い

て
、
２
歳
未
満
頭
数
（
３
月

時
点
）
は
、
北
海
道
で
約
７

千
頭
増
加
す
る
一
方
、
都
府

県
で
約
２
千
頭
減
少
す
る
見

通
し
。
搾
乳
牛
と
な
る
２
歳

以
上
頭
数
は
、
北
海
道
で
約

１
万
頭
、
都
府
県
で
約
１
万

８
千
頭
減
少
す
る
見
通
し
。

２４
年
度
の
乳
用
雌
牛
出
生

頭
数
実
績
は
、
北
海
道
は
前

年
比
１
０
５
・
８
％
、
都
府

県
は
同
１
０
４
・
２
％
と
、

い
ず
れ
も
前
年
を
上
回
っ
て

推
移
し
て
お
り
、
頭
数
増
加

の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

一
方
、
牛
乳
類
の
需
要
面

は
依
然
と
し
て
苦
戦
が
続
い

て
い
る
。
家
庭
内
に
お
け
る

牛
乳
消
費
量
は
前
年
割
れ
が

続
い
て
い
る
。

２５
年
６
月
に
は
乳
製
品
向

け
乳
価
、
８
月
に
は
飲
用
等

向
け
乳
価
の
引
き
上
げ
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
酪
農
経
営

の
収
支
改
善
へ
の
効
果
が
期

待
さ
れ
る
が
、
乳
価
改
定
に

伴
う
牛
乳
乳
製
品
の
値
上
げ

に
よ
っ
て
、
牛
乳
類
の
消
費

減
退
も
予
想
さ
れ
る
。

需
要
を
拡
大
し
て
い
く
た

め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

積
極
的
な
取
り
組
み
が
必
要

と
な
る
。

25年度地域別生乳生産量の見通し （千 t：％）
全 国 北海道 都府県

前年比 前年比 前年比
上 期 ３，７３０ １０１．２ ２，１８６ １０２．６ １，５４４ ９９．３

下 期 ３，６０５ ９７．７ ２，０９５ ９８．２ １，５１０ ９７．１

年度計 ７，３３５ ９９．５ ４，２８２ １００．４ ３，０５３ ９８．２

西
谷
振
興

協
会

会
長
総
会
挨
拶

西
谷
振
興

協
会

会
長
総
会
挨
拶

菊
地
連

盟

委
員
長
総
会
挨
拶

菊
地
連

盟

委
員
長
総
会
挨
拶

東京大学大学院特任教授・名誉教授 鈴木宣弘氏

生
乳
生
産
量
２
年
振
り
の
減
少
へ

上
目指す方向を明確にせずして
酪農・乳業の未来なし

目指す方向を明確にせずして
酪農・乳業の未来なし

Ｊ
ミ
ル
ク
乳
用
雌
牛
の
出
生
頭
数
は
増
加
傾
向

食料・農業 知っておきたい話 第１４５回
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乳用牛

25年度上半期の仕入価格（見通し）

0 20 40
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58.8
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23.1

%

41.2

農
水
省
は
４
月
３０
日
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
農
作
業
安
全

に
関
す
る
「
２５
年
度
熱
中
症

対
策
研
修
テ
キ
ス
ト
」
を
掲

載
し
た
。

熱
中
症
対
策
の
義
務
化
が

法
制
化
さ
れ
た
た
め
、
周
知

す
べ
き
対
策
の
内
容
等
を
紹

介
し
て
い
る
。

◆
周
知
す
る
対
策
の
内
容

熱
中
症
対
策
と
し
て
取
り

組
む
べ
き
内
容
は
、
同
省
の

テ
キ
ス
ト
に
紹
介
さ
れ
て
お

り
、
熱
中
症
対
策
の
研
修
の

際
な
ど
で
の
活
用
が
推
奨
さ

れ
て
い
る
。

【
農
作
業
前
の
対
策
】

農
作
業
前
の
対
策
と
し
て

は
、
「
プ
レ
ク
ー
リ
ン
グ
」

が
推
奨
さ
れ
る
。
プ
レ
ク
ー

リ
ン
グ
と
は
、
作
業
を
始
め

る
前
に
体
を
冷
や
す
こ
と
で

あ
る
。
体
温
上
昇
を
抑
え
る

た
め
に
、
予
め
冷
た
い
飲
み

物
や
冷
や
し
た
タ
オ
ル
で
体

を
冷
や
し
て
か
ら
作
業
を
始

め
る
と
効
果
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。

【
農
作
業
中
の
対
策
】

高
温
下
で
の
長
時
間
の
作

業
は
避
け
る
。
ま
た
、
の
ど

が
渇
い
て
い
な
く
て
も
、
必

ず
２０
分
お
き
に
コ
ッ
プ
１
〜

２
杯
以
上
を
目
安
に
水
分
・

塩
分
補
給
を
行
う
。塩
分（
ナ

ト
リ
ウ
ム
）
な
ど
の
電
解
質

と
糖
分
を
含
ん
だ
飲
料
は
水

分
吸
収
を
早
め
る
た
め
、
意

識
的
に
水
分
補
給
を
行
う
。

ま
た
、
微
細
な
氷
の
粒
が

入
っ
た
ア
イ
ス
ス
ラ
リ
ー

（
飲
み
物
を
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト

状
に
し
た
も
の
）
や
経
口
補

水
液
の
摂
取
も
お
薦
め
。
ア

イ
ス
ス
ラ
リ
ー
は
、
ス
ポ
ー

ツ
飲
料
と
凍
ら
せ
た
ス
ポ
ー

ツ
飲
料
を
１
：
１
・
４
の
割

合
で
ミ
キ
サ
ー
で
混
ぜ
る
と

自
作
も
で
き
る
。

【
熱
中
症
に
な
っ
た
時
の

応
急
処
置
】

①
作
業
の
中
断
②
涼
し
い

場
所
へ
の
避
難
な
ど
の
応
急

処
置
③
良
く
な
ら
な
け
れ
ば

病
院
へ
―
の
３
点
を
徹
底
す

る
。先

に
記
述
し
た
熱
中
症
対

策
と
共
に
作
業
者
全
員
に
周

知
す
る
ほ
か
、
図
１
の
よ
う

に
張
り
紙
に
し
て
注
意
喚
起

す
る
こ
と
も
重
要
と
な
る
。

ま
た
、
同
テ
キ
ス
ト
の
周
知

だ
け
で
な
く
、
可
能
な
限
り

熱
中
症
対
策
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

に
も
参
加
す
る
。

◆
農
業
団
体
等
に
熱
中
症

対
策
が
義
務
化

６
月
１
日
か
ら
、
「
労
働

安
全
衛
生
規
則
（
厚
労
省

令
）
」
が
改
正
さ
れ
、
労
働

者
の
熱
中
症
対
策
が
義
務
化

さ
れ
た
。

改
正
の
対
象
と
な
る
事
業

者
に
は
、
労
働
者
を
雇
用
す

る
農
業
者
や
農
業
法
人
も
含

ま
れ
る
。
農
業
者
等
に
対
し

て
、
熱
中
症
を
発
症
し
た
際

に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
①
早
期
発
見
の
た
め
の

体
制
整
備
、
②
重
篤
化
を
防

止
す
る
た
め
の
措
置
の
実
施

手
順
書
の
作
成
―
を
行
い
、

関
係
作
業
者
に
周
知
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

適
切
に
周
知
を
行
わ
な
か

っ
た
場
合
に
は
罰
則
（
６
月

以
下
の
懲
役
又
は
５０
万
円
以

下
の
罰
金
）が
科
さ
れ
る（
罰

則
は
雇
用
者
に
科
さ
れ

る
）
。

◆
緊
急
連
絡
先
や
救
急
搬

送
先
の
周
知

図
２
の
よ
う
な
「
対
応
フ

ロ
ー
」
に
よ
り
、
熱
中
症
で

体
調
を
崩
し
た
作
業
者
が
出

た
場
合
の
「
担
当
者
の
連
絡

先
」
や
「
救
急
搬
送
先
」
を

作
成
・
周
知
す
る
必
要
が
あ

る
。
作
成
後
は
、
全
員
が
見

え
る
場
所
に
掲
示
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

農
水
省
は
５
月
２３
日
、
水

田
作
物
の
作
付
け
意
向
調
査

（
４
月
末
時
点
）
の
結
果
を

公
表
し
た
。

主
食
用
米
の
作
付
け
意
向

が
１
３
１
・
７
万
ha
と
、
前

年
よ
り
５
・
８
万
ha
増
加
し

て
い
る
。
ま
た
、
２５
年
１
月

末
の
意
向
と
比
べ
て
も
３
・

５
万
ha
の
増
加
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
２５
年
産
米
の
備

蓄
米
買
入
れ
入
札
を
当
面
中

止
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
備

蓄
米
用
だ
っ
た
１
・
７
万
ha

と
合
わ
せ
る
と
１
３
３
・
４

万
ha
（
対
前
年
７
・
５
万
ha

増
）
と
な
る
。こ
れ
は
、平
年

単
収
（
５
３
９
㎏
／
１０
ａ
）

で
生
産
量
を
計
算
す
る
と
、

７
１
９
万
ｔ
で
、
対
前
年
４０

万
ｔ
の
増
加
に
相
当
す
る
。

都
道
府
県
別
に
み
る
と
、

「
増
加
傾
向
」
が
３４
道
県
と

な
り
、
１
月
末
時
点
で
の
１９

道
県
と
比
べ
て
も
大
幅
な
増

加
と
な
っ
た
。
今
回
は
、
静

岡
・
長
野
な
ど
中
部
地
方
、

島
根
・
広
島
な
ど
中
国
地
方
、

福
岡
・
熊
本
な
ど
九
州
地
方

が「
増
加
傾
向
」と
な
っ
た
。

反
対
に
、加
工
用
米
・
飼
料

用
米
な
ど
の
戦
略
作
物
は
、

輸
出
用
米
（
前
年
と
同
等
）

以
外
全
て
前
年
よ
り
減
少
す

る
意
向
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
飼
料
用
米
は
６
・
７

万
ha
と
、
前
年
よ
り
３
・
２

万
ha
の
大
幅
な
減
少
と
な
っ

て
い
る
。

４０
万
ｔ
の
主
食
用
米
増
産

は
、
現
状
の
米
不
足
に
対
し

て
は
有
効
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
水
田
全
体
の
総
面
積
は

減
り
続
け
て
い
る
。

ま
た
、
備
蓄
米
を
２
０
０

０
円
台
／
５
㎏
で
放
出
し
て

い
る
現
状
で
、
今
後
の
米
価

の
動
き
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
う

ふ

ち
ょ
う

か
さ

ら

は
ら

鳥
取
県
江
府
町
の
笠
良
原

開
拓
は
、
大
山
の
南
麓
に
位

置
し
、
岡
山
県
に
接
し
て
い

る
。
標
高
約
７
〜
８
０
０
ｍ

で
、
本
谷
と
細
谷
に
挟
ま
れ

た
細
長
い
台
地
に
あ
る
。

だ
い
せ
ん

お

き

大
山
隠
岐
国
立
公
園
内
に

あ
り
、
景
観
が
美
し
い
山
里

で
あ
る
が
、
土
地
は
大
山
特

有
の
火
山
灰
土
で
土
質
が
悪

く
、
高
冷
地
な
の
で
冬
に
は

２
ｍ
以
上
の
積
雪
と
な
る
。

ま
た
、
地
形
が
台
地
と
い

う
こ
と
で
、
水
の
確
保
に
は

困
難
を
極
め
た
。

４６
年
に
、
鳥
取
県
と
出
光

興
産
㈱
が
共
同

で
開
拓
を
行
う

こ
と
と
な
り
、

満
州
開
拓
か
ら

の
帰
国
者
を
中

心
に
、
１３
戸
が

入
植
し
た
。

開
拓
地
と
し

て
は
条
件
が
あ

ま
り
に
も
悪

く
、
一
面
カ
ヤ

の
草
原
で
、
当

初
は
サ
ツ
マ
イ

モ
・
ジ
ャ
ガ
イ

モ
・
大
豆
し
か

栽
培
で
き
ず
、
収
穫
も
少
な

く
、厳
し
い
状
況
が
続
い
た
。

５１
年
に
は
、
共
同
経
営
者

の
出
光
興
産
が
撤
退
し
て
し

ま
い
、
更
な
る
苦
境
に
立
た

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ

の
後
、
相
次
い
で
離
農
す
る

家
族
が
増
え
、
４
戸
だ
け
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

残
っ
た
４
家
族
は
、
大
根

を
始
め
と
す
る
野
菜
栽
培
、

養
蚕
、
和
牛
飼
育
、
花
木
栽

培
へ
と
取
り
組
み
、
こ
の
地

を
守
っ
て
き
た
。

食
用
作
物
が
主
体
で
あ
っ

た
が
、
よ
り
収
益
性
の
高
い

も
の
に
も
挑
戦
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
悪
条
件
を
、
努
力

に
よ
っ
て
好
条
件
に
変
革
さ

せ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
２
０
０
５
年
、

奥
大
山
の
天
然
水
を
求
め
て

サ
ン
ト
リ
ー
㈱
が
進
出
し
て

き
た
。
こ
の
奥
大
山
は
日
本

有
数
の
ブ
ナ
の
原
生
林
が
広

が
っ
て
お
り
、
山
や
木
々
で

ろ
過
さ
れ
た
お
い
し
い
天
然

水
が
着
目
さ
れ
た
の
だ
。

こ
の
笠
良
原
開
拓
地
に

も
、
工
場
用
地
提
供
の
要
請

が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
４
家

族
で
必
死
に
守
り
抜
い
て
き

た
土
地
で
あ
っ
た
が
、
熟
慮

に
熟
慮
を
重
ね
、
結
果
、
江

府
町
の
将
来
展
望
を
鑑
み
、

我
々
の
分
身
と
も
い
え
る

「
開
拓
地
」
の
大
半
を
譲
渡

す
る
こ
と
に
し
た
。

０７
年
、
開
拓
６０
周
年
の
節

目
に
当
た
り
「
笠
良
原
開
拓

魂
」
が
未
来
永
劫
人
々
の
心

に
残
る
こ
と
を
願
い
、
開
拓

の
歴
史
を
記
し
た
記
念
碑
が

建
て
ら
れ
た
。

（
今
回
の
記
事
は
、
碑
文

を
基
に
作
成
し
た
）

（
独
）
農
畜
産
業
振
興
機

構
は
５
月
９
日
、
２５
年
度
上

半
期
の
食
肉
販
売
動
向
調
査

結
果
を
発
表
し
た
。

２５
年
度
上
半
期
見
通
し

（
牛
肉
）
の
量
販
店
の
仕
入

価
格
は
、
乳
用
・
交
雑
・
和

牛
と
も
「
上
昇
」
と
の
回
答

が
一
番
多
か
っ
た
（
図
）
。

２４
年
度
下
半
期
の
実
績
で

「
上
昇
」
と
回
答
し
た
割
合

よ
り
も
、
乳
用
牛
が
７
・
７

㌽
、
和
牛
が
１０
・
０
㌽
そ
れ

ぞ
れ
増
加
し
、
交
雑
牛
が
同

等
と
な
っ
て
い
る
。

量
販
店
の
販
売
量
は
、
前

期
と
の
比
較
で
、和
牛
は「
増

加
」
と
の
回
答
が
多
か
っ
た

一
方
、
乳
用
牛
は
減
少
が
多

か
っ
た
。
交
雑
牛
は
「
同
程

度
」
が
最
も
多
か
っ
た
。

水田の主な作付け状況 （万 ha）

WCS用

４．４

４．８

５．３

５．６

５．７

５．３

▲０．３

（農水省資料より）

飼料用

１１．６

１４．２

１３．４

９．９

８．５

６．７

▲３．２

主食用

１３０．３

１２５．１

１２４．２

１２５．９

１２８．２

１３１．７

５．８

２１年産

２２年産

２３年産

２４年産

２５年産
（１月末時）
２５年産

（４月末時）

対前年差

熱
中
症
対
策
を
法
制
化

熱
中
症
対
策
を
法
制
化

我々の分身ともいえる開拓地
鳥取県江府町・笠良原開拓

緊
急
時
の
備
え
が
義
務
化

緊
急
時
の
備
え
が
義
務
化

（農水省の資料を元に作成）

牛
肉
仕
入
価
格
は
上
昇
傾
向

主
食
用
米
の
生
産
量
４０
万
ｔ
増
加
へ

２５
年
度
上
半
期
食
肉
販
売
動
向
調
査

２５
年
産
水
田
作
物
の
作
付
け
意
向
調
査（
４
月
末
）

図１ 重篤化を防止するための措置の実施手順の周知の例

図２ 「熱中症」対応フローの例
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薩
州
開
拓
農
協
は
５
月
１６

日
、
熊
本
県
錦
町
の
ゼ
ン
カ

イ
ミ
ー
ト
㈱
及
び
ひ
み
つ
基

地
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
、
第
１５

回
肉
牛
共
進
会
を
開
催
し

た
。
今
回
は
、
交
雑
種
の
部

に
１８
頭
（
去
勢
１２
頭
、
雌
６

頭
）
、
黒
毛
和
種
の
部
に
１２

頭
（
去
勢
４
頭
、
雌
８
頭
）

が
出
品
さ
れ
た
。

格
付
・
審
査
の
結
果
、
最

優
秀
賞
は
、
交
雑
種
の
部
が

久
保
農
場（
合
）、
黒
毛
和
種

の
部
が
㈱
谷
村
畜
産
の
出
品

牛
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
た
。

交
雑
種
の
部
最
優
秀
賞
の

牛
は
生
後
２３
・
６
ヵ
月
齢
の

去
勢
で
、
種
雄
牛「
鉄
扇
」、

枝
肉
重
量
５
８
２
・
５
㎏
、

ロ
ー
ス
芯
面
積
５５
㎠
、
バ
ラ

厚
７
・
５
㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
７
、

格
付
Ｂ
４
。

審
査
委
員
長
は
「
脂
肪
交

雑
が
充
実
し
て
肉
色
に
光
沢

が
あ
り
、
脂
肪
も
優
れ
て
い

た
」
と
講
評
し
た
。

交
雑
種
の
部
全
体
の
成
績

は
、
平
均
枝
肉
重
量
が
５
５

５
・
６
㎏
（
去
勢
５
６
９
・

４
㎏
、
雌
５
２
７
・
８
㎏
）、

肉
質
３
等
級
以
上
比
率
７７
・

８
％
、
４
等
級
以
上
比
率
５５

・
６
％
。
各
測
定
値
の
平
均

は
、
ロ
ー
ス
芯
面
積
５５
・
１

㎠
、
バ
ラ
厚
７
・
９
㎝
、
Ｂ

Ｍ
Ｓ
№
４
・
８
、
歩
留
基
準

値
６９
・
８
だ
っ
た
。

黒
毛
和
種
の
部
最
優
秀
賞

の
牛
は
生
後
３０
・
４
ヵ
月
齢

の
去
勢
で
、
父
「
夏
百
合
」

・
母
の
父
「
安
福
久
」
・
祖

母
の
父
「
百
合
茂
」
、
枝
肉

重
量
４
９
３
・
２
㎏
、
ロ
ー

ス
芯
面
積
８９
㎠
、
バ
ラ
厚
９

・
０
㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
１２
、
格

付
Ａ
５
。

審
査
講
評
は
「
肉
色
は
鮮

紅
色
で
き
め
細
か
く
、
脂
肪

交
雑
は
周
囲
筋
ま
で
入
っ
て

完
成
度
が
高
い
」
と
し
た
。

黒
毛
和
種
の
部
全
体
の
成

績
は
、
平
均
枝
肉
重
量
が
５

４
５
・
７
㎏
（
去
勢
５
６
０

・
９
㎏
、雌
５
３
８
・
１
㎏
）、

全
頭
Ａ
５
だ
っ
た
。
各
測
定

値
の
平
均
は
、
ロ
ー
ス
芯
面

積
８５
・
８
㎠
、
バ
ラ
厚
９
・

５
㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
１１
・
８
、

歩
留
基
準
値
７７
・
７
だ
っ
た
。

入
賞
牛
の
出
品
者
は
次
の

と
お
り
。

【
交
雑
種
の
部
】

最
優
秀
賞

久
保
農
場（
合
）

優
秀
賞

野
田
丈
浩

優
良
賞

上
羽
坪
畜
産
㈱

【
黒
毛
和
種
の
部
】

最
優
秀
賞

㈱
谷
村
畜
産

優
秀
賞

石
原
畜
産
㈲
細

山
田

（
一
財
）
畜
産
環
境
整
備

機
構
は
５
月
１５
日
、
「
畜
産

堆
肥
流
通
体
制
支
援
事
業
」

の
取
り
組
み
に
当
た
っ
て
情

報
を
公
開
し
た
。
同
事
業
は

農
水
省
に
よ
る
補
助
事
業

で
、
同
機
構
が
無
料
で
畜
産

農
家
な
ど
の
堆
肥
問
題
に
つ

い
て
、
現
地
調
査
や
相
談
を

受
け
付
け
る
も
の
。

①
堆
肥
が
う
ま
く
熟
成
で

き
ず
、
耕
種
農
家
へ
の
販
売

な
ど
が
難
し
い
②
耕
種
農
家

が
ど
の
よ
う
な
堆
肥
を
好
む

か
分
か
ら
な
い
③
堆
肥
の
製

造
コ
ス
ト
が
高
く
、
販
売
し

て
も
赤
字
に
な
る
④
遠
距
離

の
耕
種
農
家
に
堆
肥
を
流
通

さ
せ
る
良
い
方
法
は
な
い
か

―
な
ど
、
堆
肥
に
関
し
て
悩

み
を
抱
え
て
い
る
生
産
者
の

相
談
に
乗
る
事
業
で
、
堆
肥

製
造
な
ど
の
専
門
家
の
派
遣

を
受
け
て
、
直
接
相
談
で
き

る
。生

産
者
の
費
用
負
担
は
な

く
、
専
門
家
が
具
体
的
な
解

決
策
を
提
案
し
て
く
れ
る
。

申
し
込
み
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の

「
お
問
い
合
わ
せ
」
か
ら
行

う
。
フ
ォ
ー
ム
の
「
お
問
い

合
わ
せ
内
容
」
に
【
堆
肥
流

通
】
と
記
入
し
て
、
悩
ん
で

い
る
具
体
的
な
内
容
を
続
け

て
記
入
す
る
こ
と
で
申
し
込

み
が
で
き
る
。
具
体
的
な
対

応
方
法
に
つ
い
て
は
、
同
機

構
か
ら
返
信
が
あ
る
。

予
算
に
限
り
が
あ
る
た

め
、
堆
肥
に
関
す
る
悩
み
が

あ
る
場
合
は
、
な
る
べ
く
早

く
申
し
込
み
を
行
う
必
要
が

あ
る
。
前
年
度
の
具
体
的
な

取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て

も
、
同
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
確
認
で
き
る
。

マ
イ
ナ
ビ
農
業
は
５
月
２１

日
、
「
農
業
バ
イ
ト
の
現
状

と
意
識
調
査
」
の
結
果
を
公

表
し
た
。
農
家
６
９
７
人
、

消
費
者
１
９
３
６
人
か
ら
回

答
を
得
た
。

▽
「
農
業
バ
イ
ト
へ
の
関

心
度
」
は
、
図
の
と
お
り
。

消
費
者
の
７７
・
５
％
が
、「
興

味
が
あ
る
」
と
回
答
し
た
。

「
バ
イ
ト
経
験
が
な
い
理

由
（
複
数
回
答
）
」
は
、「
体

力
に
自
信
が
な
い
」
が
２０
・

３
％
、
「
周
り
に
農
家
が
お

ら
ず
、
縁
遠
い
」
が
１９
・
５

％
、「
農
業
経
験
が
な
く
仕
事

が
務
ま
る
か
自
信
が
な
い
」

が
１９
・
４
％
の
順
で
高
い
。

▽
「
ア
ル
バ
イ
ト
を
雇
用

し
て
い
る
か
」で
は
、「
ア
ル

バ
イ
ト
雇
用
を
し
て
い
る
」

農
家
が
５７
・
７
％
だ
っ
た
。

「
採
用
す
る
際
に
大
切
に

す
る
こ
と
（
複
数
回
答
）
」

で
は
、
「
真
面
目
、
熱
心
に

取
り
組
ん
で
く
れ
そ
う
」
が

２６
・
７
％
、
「
挨
拶
な
ど
最

低
限
の
マ
ナ
ー
が
あ
る
」
が

１７
・
９
％
、
「
農
作
業
の
経

験
が
あ
る
」
が
１４
・
１
％
の

順
で
高
い
。

消
費
者
は
体
力
や
経
験
、

農
家
と
の
縁
に
課
題
を
感
じ

て
い
る
。
農
家
と
ア
ル
バ
イ

ト
希
望
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の

仕
組
み
や
情
報
提
供
の
充
実

が
求
め
ら
れ
る
。

今
回
は
、
「
石
田
さ
ん
」

の
ス
ペ
ア
リ
ブ
の
コ
ー
ラ
煮

を
紹
介
す
る
。
炭
酸
の
効
果

で
肉
が
柔
ら
か
く
ジ
ュ
ー
シ

ー
に
な
る
。
長
時
間
煮
込
む

と
コ
ー
ラ
特
有
の
香
り
は
無

く
な
り
、
甘
辛
く
ス
パ
イ
ス

が
少
し
効
い
た
仕
上
が
り
に

な
る
。

〜
ス
ペ
ア
リ
ブ
の
コ
ー
ラ
煮

〜
☆
作
り
方

①
豚
ス
ペ
ア
リ
ブ
は
塩
・

粗
び
き
黒
こ
し
ょ
う
を
す
り

込
み
５
分
程
置
く

②
フ
ラ
イ
パ
ン
を
中
火
で

熱
し
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
入

れ
、
豚
肉
を
焼
く焼

き
色
が
付

い
た
ら
裏
返

し
、
両
面
焼
け

た
ら
コ
ー
ラ
を

注
ぐ
。
ア
ク
が

出
て
き
た
ら
丁

寧
に
す
く
う

③
ア
ク
が
出
な
く
な
っ
た

ら
Ⓐ
を
加
え
、
落
と
し
蓋
を

す
る

弱
火
で
途
中
ひ
っ
く
り
返

し
な
が
ら
３０
分
程
度
煮
る
。

肉
が
大
き
い
時
に
は
さ
ら
に

３０
分
ほ
ど
煮
込
む
と
良
い

④
肉
が
柔
ら
か
く
な
っ
た

ら
一
旦
取
り
出
し
、
煮
汁
だ

け
を
強
火
で
煮
詰
め
る
。
と

ろ
み
が
付
い
て
き
た
ら
肉
を

戻
し
て
煮
絡
め
る

☆
コ
ツ
・
ポ
イ
ン
ト

落
と
し
蓋
は
ク
ッ
キ
ン
グ

シ
ー
ト
で
代
用
で
き
る

鍋
の
大
き
さ
に
合
わ
せ

て
、
穴
が
で
き
る
よ
う
に
切

り
込
み
を
入
れ
て
作
る

★
豚
肉
に
つ
い
て

豚
肉
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群

を
豊
富
に
含
ん
で
い
ま

す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
代
謝
を
高
め
、

疲
労
回
復
に
効
果
が
あ
る

栄
養
素
で
す
！

さ
ら
に
、
ア
ル
コ
ー
ル

の
分
解
を
助
け
る
働
き
も

あ
る
た
め
、
普
段
飲
酒
量

が
多
い
人
は
積
極
的
に
摂

取
す
る
と
良
い
で
し
ょ

う
。玉

ね
ぎ
や
ニ
ラ
な
ど
ア

リ
シ
ン
を
含
む
食
材
と
一

緒
に
摂
取
す
る
こ
と
で
効

率
よ
く
体
内
に
吸
収
で
き

ま
す
！

豚
肉
（
特
に
バ
ラ
肉
）

は
脂
質
が
多
く
、
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
が
気
に
な
る
人

は
敬
遠
し
が
ち
の
よ
う
で

す
が
、
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ

に
す
る
不
飽
和
脂
肪
酸
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
！

良
質
な
た
ん
ぱ
く
質
も

含
む
た
め
、
他
の
食
品
と

上
手
に
組
み
合
わ
せ
て
適

量
を
食
べ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
で
す
！

～スペアリブのコーラ煮 材料（２～３人分）～

・豚スペアリブ ５００ｇ

・コーラ ５００ml

・塩 少々

・粗びき黒こしょう 少々

・オリーブオイル（サラダ油） 適量

・しょうゆ 大さじ３

Ⓐ

�
������
������

・酒 大さじ２

・みりん 大さじ１

・おろしにんにく 小さじ２

最優秀賞交雑種の部：久保さん（上）、黒毛和種の部：谷村さん

交
雑
種

久
保
農
場

黒
毛
和
種

谷
村
畜
産

最優秀賞
薩
州
開
拓
農
協
肉
牛
共
進
会

堆
肥
の
困
り
ご
と
相
談
に
乗
り
ま
す

「
畜
産
堆
肥
流
通
体
制
支
援
事
業
」実
施
中

消
費
者
の
７７
％
が
農
業
バ
イ
ト
に
興
味

２５年度

体
力
・
縁
・
経
験
が
課
題

畜産堆肥流通
体制支援事業
の申し込みは
こちらから

⬅
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（一社）日本野菜ソムリエ協会は４
月９日、「第４回全国トマト選手権」
を開催した。栃木県開拓農協組合員の
齋藤剛一さん（芳賀町）が「ラージ部
門」と「ミディアム部門」でそれぞれ
入賞を果たした。
同選手権は農産物の価値向上を目指
す青果物の品評会イベントで、ラージ
部門とミディアム部門の２部門があ
る。全国各地の産地から、ラージ部門
は４２品、ミディアム部門には４８品の応
募があった。審査に当たっては、商品
名や産地・生産者情報などをすべて伏
せ、評価員である３０名の野菜ソムリエ
たちが、そのおいしさを食味のみで審
査し、評価員全員の合計点数によって
各賞が選定された。
齋藤さんは「しぼりトマト」を出品
し、両部門で見事「入賞」となった。

同農協によると、齋藤さんの「しぼり
トマト」は２月中旬から５月中旬ごろ
まで県内の一部スーパーやふるさと納
税の返礼品などとして購入できるそう
だ。

農水省は４月３０日、「青果物卸売市
場調査結果（２４年年間計及び月別）」
を公表した。
２４年の青果物卸売市場における野菜
の卸売数量は８１７万ｔで、キャベツやタ
マネギ等の卸売数量の減少により、前
年に比べ４％減少した。卸売価額は２
兆１６８８億円で、キャベツやキュウリな
どの卸売価額の上昇により、７％増加

した（図１）。卸売価格（単価）は２６６
円／㎏で、１２％の上昇となった。
果実の卸売数量は２３４万ｔで、ミカン
やリンゴなどの卸売数量の減少で、前
年より９％減少した。卸売価額は１兆
１２２６億円で、リンゴやブドウなどの卸
売価額の上昇により３％増加した（図
２）。卸売価格は４８０円／㎏で、１３％の
上昇となった。

４月３０日に農水省が公表した「２４年
産指定野菜（春野菜、夏秋野菜等）の
作付面積、収穫量及び出荷量」による
と、全国の収穫量は前年産に比べ、春
野菜は４％減、夏秋野菜は２％減、タ
マネギは７％減となった。
【春野菜】
作付面積は３万２９００ha で、前年産よ
り７００ha（２％）減少した。収穫量は７
万２０００ｔ（４％）減の１７７万２０００ｔ、出
荷量は６万５０００ｔ（４％）減の１６５万
１０００ｔだった。

１０品目の収穫量をみると、春ハクサ
イと冬春ピーマン以外の８品目が減少
している。減少率が最も大きかったの
は春夏ニンジンで、３月の低温と４月
の日照不足などで肥大が抑制され、
９％減少している。
【夏秋野菜】
作付面積は５万７２００ha で、前年産よ
り１９００ha（３％）減少した。収穫量は

４万３０００ｔ（２％）減の２１２万ｔ、出荷
量は１万７０００ｔ（１％）減の１８７万４０００
ｔとなった。
１０品目の収穫量をみると、秋ニンジ
ン以外の９品目が減少している。秋ニ
ンジンは、北海道で作柄の悪かった前
年産に比べ、天候に恵まれ生育が順調
だったことなどから、収穫量は１万
６８００ｔ（１０％）増加した。

【タマネギ】
作付面積は２万４９００ha で、６００ha

（２％）減少した。収穫量は８万ｔ
（７％）減の１０９万４０００ｔ、出荷量は６
万９８００ｔ（７％）減の９９万６２００ｔだっ
た。１０ａ当たり収量は２１０㎏（５％）減
の４３９０㎏だった。
肥大期に降水量が少なく干ばつ傾向
になったことと、収穫時期に雨が多か
ったことが影響し、歩留まりが低下し
たためと同省は分析している。

千葉県酪農農業協同組合連合会（千
葉酪農農業協同組合が会員）と千葉県
牛乳普及協会は、５月３１日～６月１日
の２日間、千葉ポートパークにおいて
「ミルクフェスティバル２０２５」を開催
した。初日はあいにくの雨にもかかわ
らず３００名以上が来場した。２日目は一
転して好天に恵まれ、たくさんの家族
連れ等が来場し、大盛況となった。
隣の八千代市から連れてきた現役の
搾乳牛と子牛が登場し、ほとんどの子
供が実物の牛を見るのは初めてで、興
味深く見つめていた。農家の方が、農
場での牛の様子などを面白く解説して
くれるのを、真剣に聞いていた（写真）。

この他にもポニー乗馬・搾乳模擬体
と う ら く

験・頭絡投げ・バターづくり教室・牧
草に寝てみようコーナーなど盛りだく
さんのイベントが行われ、子供も親も
大いに楽しんでいた。
また、地元牛乳の試飲や、牧場で作
られたジェラート、ヨーグルトやプリ
ン等の販売も行われ、長い行列ができ
ていた。
同会場での開催は３回目だが、恒例
の行事となりつつある。生産者も酪農
関係者も食品業者も一体となって、牛
乳をもっと飲んでもらおうという思い
が、来場者や消費者に伝わるイベント
となっている。

農水省は５月２７日、２４年産リンゴ・
ミカンの結果樹面積、収穫量及び出荷
量を公表した。
【リンゴ】
結果樹面積は３万３７００ha で、前年産
より９００ha（３％）減少した。収穫量は
５２００ｔ（１％）増の６０万９２００ｔ、出荷量
は６３００ｔ（１％）増の５５万４９００ｔだっ
た。１０ａ当たり収量は６０㎏（３％）上
回り、１８１０㎏となった。
都道府県別の収穫量割合は、青森県

６１％、長野県１７％、岩手県６％となっ
ており、この３県で全国の約８割を占
めている。

【ミカン】
結果樹面積は３万４５００ha で、前年産
より９００ha（３％）減少した。収穫量は
１２万２０００ｔ（１８％）減の５５万９６００ｔ、出
荷量は１０万６２００ｔ（１７％）減の５１万９００
ｔと、大幅に減少した。１０ａ当たり収
量は、夏期の高温で落果や日焼け果が
発生したことなどから、３１０㎏（１６％）
下回り１６２０㎏となった。
都道府県別の収穫量割合は、和歌山
県２５％、静岡県１６％、愛媛県１４％、熊
本県１１％、佐賀県５％となっており、
この５県で全国の約７割を占めてい
る。

現役搾乳牛が千葉ポート参上齋藤さん（栃木）のトマトがダブル入賞齋藤さん（栃木）のトマトがダブル入賞
第４回全国トマト選手権第４回全国トマト選手権 ６ 月 は

牛乳月間 ミルクフェスティバル２０２５

自慢のトマトと齋藤さん

野菜・果実ともに卸売数量減
２４年青果物卸売市場調査結果

収穫量リンゴ増、ミカン大幅減
２４年産統計調査

図１ 野菜の卸売数量及び卸
売価格の推移（全国）

図２ 果実の卸売数量及び卸
売価格の推移（全国）

春・夏秋野菜、タマネギ減少続く
２４年産指定野菜収穫量
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農水省が公表した新酪肉近の説明会
が各地方農政局で開催され、「家畜改
良増殖目標」のポイントについて説明
があった。乳用牛の改良目標のポイン
トを紹介する。
コロナ禍以降、特に脱脂粉乳需要の
減少により、生乳需給が緩和している。
また、乳用牛の１頭当たりの乳量は増
加傾向にあるが、供用期間は短縮し、
受胎率も低下傾向にある。また、生産
者の高齢化などにより労働力不足が顕
在化しているほか、温暖化やアニマル
ウェルフェアに配慮した飼養管理への
対応が求められている。
今後の方向性として次の３点が示さ
れた。
《バランス良い泌乳形質の改良と長
命連産性の向上》
繁殖性などの他の形質とのバランス
を確保した上で、乳量の改良を推進す
る（表）。

また、将来的な需要の変化に対応す
るため、乳用牛の能力の底上げが必要
となる。繁殖性や耐久性に重点を置い
た改良や疾病抵抗性の評価による長命
連産性の向上を推進する。
《大型化の抑制・搾乳ロボットの適
合性》
極端な大型化を抑制するため、適正
な大きさについて検証する。また、搾
乳ロボット適合範囲の情報提供を推進
する。
《暑熱耐性や飼料利用性等の日本の
飼養環境に適した改良》
暑熱耐性などの評価方法の改善を検
討するとともに、飼料利用性等の新た
な評価を検討する。
また、牛乳・乳製品の需要動向に即
した生産を行うため、飼養頭数目標は、
総頭数１２７万頭（現在１３３．５万頭）、うち
２歳以上の雌牛頭数８６万頭（現在８９万
頭）と設定された。

鹿児島大学と共立製薬が５月８日
ス ク ラ ブ

に共催した SKLV セミナーで、共
立製薬提携アドバイザーの鈴木靖裕
氏が「カラスの生態と対策～カラス
トリビア～」と題して講演を行った。
講演の中から、対策の参考となる情
報を紹介する。
全国で最も放置樹木が多いのが柿
だが、何でも食べるカラスが柿の木
に群がる様子が見られなかったこと
から、カラスは柿が嫌いなのでは、
と同氏は推察し、畜舎への侵入対策

み ず い と

に水糸（建築資材などで使用する黄
色い糸）を使用する対策を試みた。
黄色の水糸と水糸の間に黒テグスを
張ると効果が絶大だったという。膨張
色である黄色の水糸が黒テグスをカラ
スの目には見えなくすることにより、
カラスを驚かせる効果などがあったた
めとみられている。
また、ポリブテン（農業以外にも塗
料・化粧品などに使う樹脂で、粘着性
がある）でできているオレンジ色のジ
ェル状の製品の原液を、カラスが飛来

する畜舎の梁に塗布した（写真）。こ
の製品は、①鳥の目には炎のように見
える②鳥が嫌う臭い③不味い④粘着性
が長持ち―といった効果がある資材
で、同氏によるとカラスの飛来は２年
以上確認されていない実例がある。
この製品は全くの無毒だが、手に付
くとなかなか取れにくいので、使用す
る際にはポリ手袋の使用が推奨され
る。

同省による新酪肉近の説明会で説明
のあった、豚の改良目標のポイントを
紹介する。
家畜伝染性疾病による遺伝資源喪失
リスクが高まっており、食料の安全保
障の観点等からも、国内で養豚の遺伝
資源を確保し、純粋種豚の改良体制を
維持していくことが重要となる。ま
た、産肉能力については、ニーズに対
応しつつ食味も含めた肉質の更なる改
良を目指す。コスト低減に資する改良
や衛生管理の取り組みの推進も必要と
なっている。
今後の方向性として次の３点が示さ
れた。
《生産コスト低減に資する繁殖能力
の改良》
純粋種豚の１腹当たり育成頭数の向
上に着目した改良を強化することで、
肥育素豚生産用母豚の繁殖能力をさら
に高める（表１）。
このほか、繁殖能力の改良を効率的
に進めるため、国産純粋種豚改良協議
会等の協力体制を強化する。また、種

豚農家における育種価情報の適切な活
用を推進する。
《消費者ニーズに対応する産肉能力
の改良》
交配用の雄として主に利用されるデ
ュロック種については、国産豚肉全体
の食味の向上を図るため、ロース芯へ
の脂肪交雑の増進等により食味の向上
を図る。また、生産コストの低減を図
る観点から、各品種とも、１日平均増
体量の向上により、肥育豚の出荷日齢
の短縮を図る（表２）。
《能力の発現を最大化させる体型の
改良》
強健で肢蹄が強く、発育に応じて体
各部の均称が取れた体型への改良を図
る。肢蹄に関する評価指標の現場での
実践に向け、判定の均一化・精度向上
を図る。その他、体型に関する簡易な
評価が可能な改良形質について引き続
き検討する。
また、豚肉の需給動向に即した生産
を行うため、飼養頭数目標は、総頭数
７９０万頭（現在８８０万頭）と設定された。

（公財）日本乳業技術協会は今年も、
国産チーズスターター（Ｊチーズスタ
ーター）の普及に向けた、「チーズ工
房ワークショップ」を開催する。東京
と北海道の２会場で開催することとし
ており、北海道は７月２日（水）の１４
～１７時に開催予定となっている（東京
は終了）。現地参加の申し込みは既に
締め切られているが、オンライン参加
の場合、誰でも無料で参加することが
できる。
○オンライン参加は現在も受付中○
紹介されるＪチーズスターターは、
北海道と栃木県の地場の食品から分離
した約７００菌株の乳酸菌から選抜され
たもの。スターターとは、チーズを製
造するために必要な微生物（乳酸菌ス
ターター・カビスターター）のこと。
今回のワークショップでも、前年に

引き続き、実際にＪチーズスターター
を使ったチーズを試食できるほか、Ｊ
チーズスターターを使って作ったチー
ズの製造工房関係者の話しなどを聞く
こともできる。
○国産の材料で美味しいチーズを○
「Ｊチーズスターターを使って原料
から国産のチーズを作ってみたい」と
いう全てのチーズ製造者に「国産ナチ
ュラルチーズ高付加価値化推進事業」
の応募資格があり、抽選に当選したチ
ーズ工房は、この事業による①Ｊチー
ズスターターの無償提供②原料生乳代
助成―などのサポートが受けられるほ
か、試作したチーズの成分検査や官能
評価も無料で受けることができる。
ワークショップの申し込みは、添付
のQRコードまたは、同協会ホームペ
ージから行うことができる。

表 乳用雌牛の能力に関する表型値目標数値

乳量
乳成分

乳脂肪 無脂乳
固形分 乳たんぱく質

現在 ８，８０９㎏（９，９５６㎏） ３．９８％ ８．７９％ ３．３３％

３５年度の目標 ９，５００㎏～１０，０００㎏
（１０，５００～１１，０００㎏） 現在の乳成分率を引き続き維持

※乳量・乳成分は２３年度の数値。
※乳量の（ ）は、牛群検定参加農家の平均値（搾乳牛１頭当たり３０５日、２回搾乳・自動搾乳の場合）
に基づく数値。 （農水省の資料を元に作成）

表１ 肥育素豚生産用母豚の能力に関する数値

１腹当たり生産頭数 育成率 年間分娩回数 １腹当たり年間離乳頭数

現在 １１．８頭 ９０％ ２．３回 ２４．２頭

３５年度の目標 １２．６頭 ９５％ ２．３回 ２７．５頭

表２ 肥育豚の能力に関する数値 ※
（
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１
）
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出荷日齢 出荷体重

現在 １８４日 １１４㎏

３５年度の目標 １８０日 １２０㎏

（表１・２ともに農水省の資料を元に作成）

１腹当たり年間離乳頭数２７．５頭目標に１頭当たり乳量９５００～１万㌔目標に
３５年までの家畜改良増殖目標（豚）３５年までの家畜改良増殖目標（乳用牛）

カラスが嫌がるジェル剤を紹介
飛来防止対策に

国産チーズスターター
の普及目指す

北海道でワークショップ開催

牛舎の梁にジェル剤を塗った様子
共立製薬提携アドバイザー：鈴木氏の発表資料から

ワークショップ
（オンライン）の
参加申し込みはこ
ちらから

⬅
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農水省は新酪肉近の公表と同時に、
１０年後の家畜の能力などの目標を設定
した「家畜改良増殖目標」を示した。
ここでは、肉用牛の改良目標のポイン
トを紹介する。
生産現場の多くで脂肪交雑を重視し
た和牛生産が盛んとなっている中で、
赤身肉などの需要増など消費者ニーズ
が多様化しているほか、和牛全体での
近交係数が上昇し、遺伝的多様性の喪
失が懸念されている。また、飼料価格
の高止まりなどで生産コストが増加す
る一方、牛肉需要の減退で枝肉価格は
低迷しており、より効率的な肉用牛生

産が求められている。
これらの課題に対し、今後の方向性
として、次の３点が示された。
《食味の向上に重点を置いた種畜の
選抜・利用》
脂肪の質などの食味の向上に重点を
置いた種雄牛及び繁殖雌牛の選抜・利
用を推進する。食味や脂肪交雑の形状
に関する指標の研究を進め、これを改
良の指標として取り入れるための評価
手法（例：粗ザシよりも小ザシを高く
評価）を検討する。
《飼料利用性の指標化・実用化》
少ない飼料摂取量で効率よく成長で

きる目安である、飼料利用性の指標化
を進め、新たな改良形質に着目した種
雄牛造成等を推進する。
《短期肥育・早期出荷の推進》
適度な脂肪交雑で生産コストの低減
が期待できる短期肥育・早期出荷の普
及に向けた実証に取り組み、生産現場
への定着を推進する（表）。また、早

期出荷牛肉に関するデータ収集・分析
を行い、流通と消費者サイドの認知度
向上と理解醸成を促進する。
ほか、牛肉の需要動向から、飼養頭
数目標が総頭数２９０万頭（現在２６８万
頭）、うち肉専用種２１９万頭（１８９万頭）、
乳用種・交雑種７１万頭（７９万頭）と設
定された。

前号で告知した子牛基金など３事業
の詳細について紹介する。

子牛基金
肉用子牛生産者補給金制度（子牛基
金）による補給金の交付の基準となる
保証基準価格は、毎年度設定される。
前年度より、黒毛和種で基準価格が引
き上げられたが、乳用種と交雑種は据

え置きとなった。
生産者積立金は１業務対象年間（５
年）に一度定められ、国１／２、県１
／４、生産者１／４の割合で負担して
いる。２５年４月１日登録分から２９年度
末までの生産者負担分の金額は、黒毛
和種が４００円（前期同）、乳用種が１２５０
円（１７００円）、交雑種が６００円（８００円）
で、乳用種と交雑種が減額となった。
優良和子牛生産推進緊急支援事業
２４年度に臨時対策で、１年限りで設

けられた同事業が今年度も延長して実
施される。全品種の発動基準が前年度
よりも１万円ずつ引き上げられた。
和子牛産地基盤強化緊急特別対策事業
今年度に新設された事業で、優良和
子牛生産推進緊急支援事業に加え、和
子牛のブロック別平均価格が発動基準

を下回った場合に、産地基盤強化に取
り組む和子牛生産者に対し、奨励金１
万円／頭が交付される。交付には、地
域内自給飼料の生産・利用や早期出荷
に向けた地域内一貫生産などの取り組
みを１つ以上実施していることが条件
となる。

農水省より４月１日付けで、肉用牛
の遺伝的不良形質に対する対応方針に
基づき「骨格粗大症（ＳＤ）」のプロ
ファイルシートが作成、公表された。
骨格粗大症の遺伝的形質は、これま
で枝肉重量を増加させる経済性質とし
て改良に利用されてきたが、骨格粗大
の原因になる。保因個体の増体はよく
なるとされるが、発症個体では骨端肥
大や四肢関節肥大で、出生時に過大子
による難産の事例が報告されている。
今回の公表について、改良関係機関
や生産者に対し、骨格粗大症が発症し
ないよう、保因牛同士の交配を避ける
ように同省は呼び掛けている。図のと
おり、保因牛同士を交配しなければ、
発生牛は産まれず、引き続き枝肉重量

の増加が期待できる。
保因牛同士の交配を避ける取り組み
として、同省は種雄牛の保因状況の確
認を求めている。種付けを考えている
種雄牛の所有者に問い合わせて、保因
牛かどうかを確認する。
家畜改良事業団や一部の県などで

は、すでにホームページなどで所有す
る種雄牛の保因状況を公開しており、
確認ができる。
また、繁殖雌牛を飼養している場合
は、遺伝子型検査を依頼して保因牛か
どうかを確認する。（依頼先：（一社）
家畜改良事業団遺伝検査部ＴＥＬ：
０２７―２６９―２４４１）この２点の結果を踏
まえ、保因牛同士での交配をしないよ
うに注意したい。

（一社）日本家畜人工授精師協会は、
雌牛の全国規模の受胎率調査を実施
し、２３年次（速報値）と２２年次（確定
値）の受胎率データを３月末に公表し
た（表）。
受胎率の調査は、過去１０年、全国規
模の公的数値となる受胎率データが存
在せず、２３年度より調査が始められた
（※２２年度は各県の授精師協会等と調
整を行い、２３年度より２２年次分も含め

たデータの収集を開始した）。今後は、
都道府県授精師協会等と協力し、各年
次に実施した人工授精、受精卵移植の
受胎率データを収集し取りまとめ、今
後、年度末に公表される。
受胎率は、その年にすべての雌牛に
授精、移植した延べ頭数による受胎頭
数から算出したもの。２３年次は集計時
期が間に合わない県などの事情から速
報値としている。

農畜産業振興機構は６月１１日、肉用
牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）
の交付金単価（２５年４月分、概算払い）
を公表した。
乳用種で標準的販売価格が標準的生
産費を下回ったため、交付が行われる。

肉専用種は北海道でのみ発動した。今
月も交雑種での発動はなかった。
交付金単価（１頭当たり）は、乳用
種は１万４４７５．８円（前月は２万１４７８．５
円、確定値）となっている。
前月分と比べると、乳用種は販売価
格と素畜費がそれぞれ同様に上昇し、
差額はほとんど変わらなかったが、概
算払いのため減額となった。

表 去勢肥育牛の能力に関する目標数値

出荷体重 出荷月齢 枝肉重量 １日平均
増体重 肉質等級

現在

㎏ ヵ月 ㎏ ㎏

黒毛和種 ８０８ ２９．５ ５１６ ０．８１ ４．５

乳 用 種 ７８１ １９．３ ４４６ １．２８ ２．０

交 雑 種 ８３１ ２５．８ ５４４ ０．９６ ３．０

目標
（３５年度）

黒毛和種 ７７５ ２７．０ ５１５（５６２） ０．８６ ４

乳 用 種 ７８５ １８．０ ４５５（４８８） １．４５ ２

交 雑 種 ８３５ ２４．０ ５４３（５８３） １．０５ ３
※目標数値は、短期肥育・早期出荷を目指したもの。 農水省の資料を元に作成
※目標の欄の（ ）内は、現在値の肥育終了月齢に推計した枝肉重量。

人
工
授
精

雌の品種 精液の品種
２３年次（速報値） ２２年次（確定値）

延頭数 受胎率 延頭数 受胎率

乳用種
乳用種（通常） ３３５，７７７ ４６．４％ ３６３，５５１ ４６．５％
乳用種（選別） １９１，２８１ ４６．７％ １６９，９３１ ４７．４％
肉用種 ２６０，９９８ ４９．６％ ２６８，００６ ５０．４％

肉用種 肉用種 １７４，０８１ ５５．１％ ２７８，９４５ ５２．０％

体
内
受
精
卵
移
植

雌の品種 受精卵の品種
２３年次（速報値） ２２年次（確定値）

延頭数 受胎率 延頭数 受胎率

乳用種
乳用種 ３，３９７ ４６．３％ ３，９４９ ４７．０％
肉用種 ３７，３０４ ４９．０％ ４９，５７８ ５１．０％

肉用種 肉用種 １１，０４３ ４７．０％ １４，２０４ ４３．７％

体
外
受
精
卵
移
植

雌の品種 受精卵の品種
２３年次（速報値） ２２年次（確定値）

延頭数 受胎率 延頭数 受胎率

乳用種
乳用種 ２，３７９ ３９．６％ １，４１５ ３９．５％
肉用種 ２２，３１６ ３８．８％ １８，５５８ ４１．０％

肉用種 肉用種 ２，３５３ ３９．６％ １，６２５ ４０．５％
（一社）日本家畜人工授精師協会の資料を元に作成

飼育頭数や肉質、肥育期間などを設定飼育頭数や肉質、肥育期間などを設定
３５年までの家畜改良増殖目標（肉用牛）３５年までの家畜改良増殖目標（肉用牛）

子牛基金など３事業
概要の紹介

全国規模の受胎率調査結果
２２、２３年次の延べ頭数受胎率

「骨格粗大症」難産の一因に
農水省 適切利用を呼びかけ

黒毛（北海道）、乳用種発動
牛マルキン４月分

農水省の「骨格粗大症（ＳＤ）の正しい理解と利用について」の資料から引用
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

素牛素牛
スモールスモール

農水省は５月１２～２３日まで、ハラー
ル食品について紹介する展示を同省の
「消費者の部屋」で開催した。ハラー
ルは、イスラム法で「許されたもの」
を意味し、豚肉やアルコールを使わな
い同教の基準を満たした食品のこと。
日本の農林水産物・食品の世界への
輸出増加や、訪日外国人の増加に伴い、
ハラール食品への需要・関心が高まっ
ている。２０３０年に５兆円という政府の
輸出額目標を達成するためにもハラー
ル市場がカギになるとされている。
展示では、「ハラール食品とは何か」
から、国内で製造されているハラール

食品などが紹介された。また、期間中
は同省内にある食堂でムスリムフレン
ドリー（ハラール認証の取得に関わら
ず、可能な限り配慮・対応をする取り
組み）のカレーやラーメンが提供され
たほか、売店では全国各地から取り寄
せたハラール商品を販売した。
同省輸出・国際局の担当者によると、
日本ではハラールの知名度が低いた
め、認知度向上を目的に展示を行った
が、大々的に紹介するのは今回が初め
て。例えば、インドネシア市場ではハ
ラールに対応した韓国の商品が多く、
韓国は取り組みが進んでいるそうだ。

焼肉需要アップ
に期待も、頭数
増で弱もちあい

夏の猛暑に向け、焼肉需要の大幅ア
ップに期待したいが、和牛、交雑種は
やや頭数増加が見込まれ、弱もちあい
が予想される。
【乳去勢】５月の東京食肉市場の乳
牛去勢Ｂ２の税込み枝肉平均単価（速
報値）は、１１７７円（前年同月比１１９％）
となり、前月より８円下がった。
６月に入っても頭数は減少傾向にあ
り、相場も１２００円を超える動きとなっ
ている。
【Ｆ₁去勢】５月の東京食肉市場の交
雑種去勢の税込み枝肉平均単価は、Ｂ
３が１６２５円（同１０３％）、Ｂ２が１５２５円
（同１０７％）だった。前月に比べ、Ｂ３
が１３円増、Ｂ２も２９円増と、強もちあ
いでの推移となった。

６月になると、やや頭数が増加する
こともあり、Ｂ３で１６００円を切る展開
となっている。
【和去勢】５月の東京食肉市場の和
牛去勢の税込み枝肉平均単価はＡ４が
２２６６円（同１０７％）、Ａ３が２１６３円（同
１１０％）だった。前月に比べ、Ａ４が３
円下がり、Ａ３は２１円上がった。
６月に入ると、Ａ４で２２００円を切る
展開となっており、頭数はわずかに増
加する見込みで、弱もちあいの推移と
なっている。
【出荷頭数】６月の出荷頭数は、和
牛４万２０００頭（同１０１％）、交雑種２万
３００頭（同１０３％）、乳用種２万２５００頭
（同９９％）と、和牛・交雑種はやや増
加する見込み。
【輸入量】農畜産業振興機構は６月
の冷蔵・冷凍品の輸入量を総量で４万
４２００ｔ（同９３％）と予測。内訳は、冷

蔵品１万５８００ｔ（同８９％）、冷凍品が
２万８４００ｔ（同９５％）。ほとんどの輸
入先で、冷蔵・冷凍品ともに前年を下
回ると予測される。
向こう１ヵ月の東京食肉市場の税込
み枝肉平均単価は、乳去勢Ｂ２が１１５０
～１２５０円、Ｆ₁去勢Ｂ４が１６００～１７００
円、同Ｂ３が１５００～１６００円、同Ｂ２が
１４５０～１５５０円、和牛去勢Ａ４が２１５０～
２２５０円、同Ａ３が２０５０～２１５０円での推
移か。

相場は上昇傾向
も、出荷頭数増
加が影響するか

５月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物６５９円（前年同月比
９２％）、中物は６２６円（同９０％）となっ
た。前月に比べ上物が６０円、中物も５１
円増と、好調な動きとなった。
相場は右肩上がりに上昇し、６月に
入ると、上物で８００円を超える展開とな
ってきた。中物も７００円後半での推移と
なり８００円超の日も出た。時期的にも相

場は上昇傾向に向か
うと見られるが、頭
数が増加傾向となっ
ている。
農水省の肉豚生産
出荷予測によると、
６月は１３０万頭（前年
同月比１０９％）と、前
年より大きく増加す
る予測となってい
る。
農畜産業振興機構
の需給予測による
と、６月の冷蔵・冷

凍品の輸入量は総量で８万７５００ｔ（同
１０７％）と、前年よりかなり増加する見
込み。内訳は、冷蔵品３万３０００ｔ（同
１０９％）、冷凍品５万４５００ｔ（同１０６％）。
冷凍品は、現地相場の軟化等でスペイ
ン産の増加が見込まれる。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が７５０～８５０円、
中物も７００～８００円と、強もちあいの展
開となるか。

乳雄・Ｆ₁とも
スモール価格の
高騰続く展開に

【スモール】５月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が１０万４３６６円（前年同
月比１１７％）、Ｆ₁（雄雌含む）は２３万８０９２
円（同１４４％）と、前月に比べ、乳雄は
１万７５１８円増、Ｆ₁は１万９４２９円増と、
ともに続騰した。
乳雄は７ヵ月連続の上昇となり、６
月に入っても北海道で１４万円を超える
市場も出てきた。
Ｆ₁も頭数減の影響が大きく、本州で
は２５万円を超える市場が多くなってい
る。頭数減はしばらく続くが、肥育農
家の買い控えが増えてきそう。

【乳素牛】５月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
２０万４１０８円（同１１３％）、Ｆ₁去勢は３９万
７３２７円（同１１３％）だった。前月に比べ
乳去勢は１０８４円減、Ｆ₁去勢も１万３２７０
円下がった。
乳去勢・Ｆ₁去勢ともに、５月は前月
よりやや頭数は増加したが、今後は頭
数減となってくる見込み。
【和子牛】５月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
７１万８３８８円（同１２０％）で、前月より９５１７
円下がった。
５月の上場頭数は、前月より１５００頭
ほど多くなっているが、今後頭数は乳
用種ほどではないが減少傾向にあるの
で、相場は強もちあいか。

５月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ６５８ ６１５ ３１８ ３０５ ２０２，０８４ ２０９，５９９ ６３５ ６８７
Ｆ１去 ２，４８４ ２，３６８ ３４４ ３４２ ３９１，３１０ ４０２，６３４ １，１３８ １，１７７
和去 ２，７６４ ２，５７７ ３４３ ３４２ ７６２，７４１ ７８９，０５６ ２，２２４ ２，３０７

東 北
乳去 ４ １ ２６７ １２３ １６０，８７５ ３７，４００ ６０３ ３０４
Ｆ１去 ６ ２ ３１２ ３２１ ３３３，８５０ ２１７，８００ １，０７０ ６７９
和去 ２，７３５ ２，４４９ ３３１ ３２８ ６７７，７１５ ６６８，８１８ ２，０４７ ２，０３９

関 東
乳去 ４２ ６ ２９２ ２３９ ２８９，２７４ ８２，３１７ ９９１ ３４５
Ｆ１去 １６８ １５９ ３５７ ３５３ ４０９，１２８ ４０９，３７３ １，１４７ １，１５８
和去 ８２３ ９５５ ３３５ ３２８ ７４６，３１７ ７４０，９１５ ２，２３０ ２，２５８

北 陸
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 ― ― ― ― ― ― ― ―
和去 ― １７７ ― ２９６ ― ６２０，０９５ ― ２，０９２

東 海
乳去 １４ ― ３０２ ― １３０，０３６ ― ４３１ ―
Ｆ１去 ７０ ５７ ３２９ ３２０ ４０５，６６４ ４５４，０３０ １，２３２ １，４１９
和去 ４４９ ２２９ ２９５ ２７２ ７３４，４８９ ７３２，３１７ ２，４９０ ２，６９３

近 畿
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 ― ― ― ― ― ― ― ―
和去 ３２０ ３５４ ２６５ ２６５１，０８９，０４８１，０６０，１７３ ４，１１０ ４，００８

中 四 国
乳去 ４４ ３５ ３１３ ２８１ １８８，３２５ １７１，８２０ ６０２ ６１２
Ｆ１去 ３１５ ２８４ ３３３ ３２７ ４２３，１５１ ４３０，６８９ １，２７２ １，３１７
和去 ７８４ ９６９ ３２４ ２７１ ６６１，９８８ ７０３，５７３ ２，０４４ ２，６００

九州・沖縄
乳去 ３ ４ ２４６ ２０８ ８０，６６７ ４５，９２５ ３２８ ２２１
Ｆ１去 ３０３ ３５８ ３３５ ３２８ ４５５，４４３ ４４２，０４０ １，３５８ １，３４８
和去 ９，４２５ ８，４４０ ３０８ ３０４ ７０４，１２８ ７１６，０２３ ２，２８６ ２，３５３

全 国
乳去 ７６５ ６６１ ３１５ ３０２ ２０４，０６９ ２０５，１９２ ６４８ ６７９
Ｆ１去 ３，３２１ ３，２２８ ３４２ ３３９ ３９８，６１７ ４１０，５９７ １，１６６ １，２１１
和去 １７，６３６ １６，１５４ ３１８ ３１４ ７１７，１４６ ７２７，９０５ ２，２５５ ２，３１８

注 : （独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

ハラール食品を展示・販売
農水省 日本での認知度向上を目指す

上：ハラールについてのくわしい解説がパネルに
左下：売店のハラール商品コーナー、右下：ハラール対応を示すマークがある
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畜産物需給見通し


